
まちの いだわ
町ホームページ内でも
町の話題を紹介しています
ので、ぜひご覧ください。
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、
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９
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度
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で
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３
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、
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滋
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に
す
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あ
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日
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を
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世
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継
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し
て
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に
、
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総
が
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り
で
調
査
を

進
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て
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す
。
調
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へ
の
ご
理
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ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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佐
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。
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。
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の
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を
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の
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の
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に
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。
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。
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交流会

メンバー募集中です！また各種出前演奏も承ります。お気軽に
中村会長（☎090‒3260‒9374）までご連絡ください。大歓迎です！

　今回は、日野祭囃子の技術向上と次世代への継承を目的に活動さ
れている「日野祭曳山囃子方交流会」の皆さんをご紹介します。お
囃子が大好きな仲間たちによって平成19年6月に結成され、今年結
成20年目を迎えられました。
　交流会のみなさんは、年間約30回ものステージをこなし、近畿圏内で
の演奏活動をはじめ、近江日野商人ゆかりの埼玉県秩父市、群馬県桐生市
など関東地方にも遠征され、各地で日野祭囃子を披露し、日野町の魅力発
信に取り組まれています。また、蒲生氏郷公が取り持つご縁から交流を深
めている福島県会津若松市の「藩公行列」には、行列の先頭を飾るお囃子
部隊として毎年参加されています。
　今年2月には、町のPR活動や地域振興を担う「近江日野ふるさと大使」
に着任いただきました。現在の会員数は47名で、高校生から70代まで幅
広い世代が所属し、世代を超えた交流や技術継承の場にもなっています。
　中

なかむら

村幸
こ う た ろ う

太郎会長は「20年も活動を続けてこられたのは、地域の皆さんの
ご理解とご協力のおかげです。これからは特に日野町のPR活動に力を入れ、
楽しくお囃子を演奏していきたいです」と語られていました。日野祭囃子
の魅力を伝え続ける皆さんの、今後ますますのご活躍を期待しています。

　祭囃子には「笛・大太鼓・小太鼓・すり鉦」の４種類の楽器が用いられます。また、
囃子方交流会が演奏する曲以外にも町内ごとにさまざまな曲が受け継がれています。

交流会がよく披露する曲

＼近江日野商人ゆかりの地で演
奏／

＼町の園や学校などで演奏・体験学習／

日
野
祭
総
合
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す生涯学習課　歴史文化財担当

（近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」）
☎ 0748-52-0008

問

演目名 日野祭で演奏する場面
馬
ば か

鹿囃子 曳山を神社まで曳いていく「上り山」のとき

屋
や た い

台・大
お お ま

間 曳山の車輪を浮かせて方向転換する「ギンギリ回し」のとき

法
ほうかいぼう

界坊 曳山を神社から各町内へ戻す「下り山」のとき

「近江日野ふるさと大使」委嘱式
（令和8年2月25日）

福島県会津若松市「藩公行列」

群馬県桐生市での演奏

日野幼稚園を訪問
ゴルフを身近に感じることができました

ぜひ味わ
って

みてくだ
さい

満開のひまわりで、

地域に笑顔とにぎわいが

広がりますように

新
町
の
曳
山
を

�

調
査
す
る
様
子
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に着任いただきました。現在の会員数は47名で、高校生から70代まで幅
広い世代が所属し、世代を超えた交流や技術継承の場にもなっています。
　中

なかむら

村幸
こ う た ろ う

太郎会長は「20年も活動を続けてこられたのは、地域の皆さんの
ご理解とご協力のおかげです。これからは特に日野町のPR活動に力を入れ、
楽しくお囃子を演奏していきたいです」と語られていました。日野祭囃子
の魅力を伝え続ける皆さんの、今後ますますのご活躍を期待しています。

　祭囃子には「笛・大太鼓・小太鼓・すり鉦」の４種類の楽器が用いられます。また、
囃子方交流会が演奏する曲以外にも町内ごとにさまざまな曲が受け継がれています。

交流会がよく披露する曲

＼近江日野商人ゆかりの地で演
奏／

＼町の園や学校などで演奏・体験学習／

日
野
祭
総
合
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す生涯学習課　歴史文化財担当

（近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」）
☎ 0748-52-0008

問

演目名 日野祭で演奏する場面
馬
ば か

鹿囃子 曳山を神社まで曳いていく「上り山」のとき

屋
や た い

台・大
お お ま

間 曳山の車輪を浮かせて方向転換する「ギンギリ回し」のとき

法
ほうかいぼう

界坊 曳山を神社から各町内へ戻す「下り山」のとき

「近江日野ふるさと大使」委嘱式
（令和8年2月25日）

福島県会津若松市「藩公行列」

群馬県桐生市での演奏

日野幼稚園を訪問
ゴルフを身近に感じることができました

ぜひ味わ
って

みてくだ
さい

満開のひまわりで、

地域に笑顔とにぎわいが

広がりますように

新
町
の
曳
山
を

�

調
査
す
る
様
子
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